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兼
城
氏
に
感
謝
状

 

多
額
寄
付

　
学
校
法
人
専
修
大
学
の

「
専
修
大
学
創
立
１
４
０
年

・
石
巻
専
修
大
学
創
立
30
年

記
念
事
業
募
金
」
に
多
額
の

寄
付
を
い
た
だ
い
た
兼
城
賢

光
氏
（
昭
39
経
商
）
に
、
日

髙
義
博
理
事
長
が
感
謝
状
を

れ
ど
も
や
は
り
肝
心
な
の

は
、
必
死
で
や
る
、
こ
れ
に

尽
き
る
」
と
力
強
く
語
る
。

「
必
死
で
や
っ
て
い
れ
ば
、

必
ず
誰
か
が
自
分
を
見
つ
け

て
く
れ
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
、
働
く
大
人
た
ち
は

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
社
会

に
出
る
学
生
た
ち
の
胸
に
も

強
く
響
く
だ
ろ
う
。

（
光
文
社
・
１
６
０
０
円
＋

税
）

る
。
企
業
の
採
用
活
動
の
早

期
化
に
対
応
す
る
た
め
に
も

事
前
準
備
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
へ
の
参
加
な
ど
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
」
と
講
演
。

　
新
澤
会
長
は
「
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
採
用
が
一
気
に
進
み

就
職
活
動
の
状
況
が
大
き
く

変
わ
っ
た
。
こ
の
懇
談
会
で

の
話
を
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
語
っ
た
。

　
同
懇
談
会
は
、
育
友
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ア
ー
カ
イ
ブ

配
信
中
。

バ
ブ
ル

 

山
口
ミ
ル
コ 

著

　
元
敏
腕
編
集
者
の
山
口
ミ

ル
コ
さ
ん（
昭
63
文
）
が
、
出

版
業
界
で
の
日
々
を
つ
づ
っ

た
自
伝
的
作
品
で
あ
る
。
新

卒
で
入
っ
た
外
資
系
金
融
機

関
を
早
々
に
退
社
し
、
大
手

出
版
社
に
転
職
。
そ
こ
で
名

物
編
集
長「
ボ
ス
」の
も
と
仕

事
の
イ
ロ
ハ
を
学
び
、
い
く

つ
も
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
世

に
送
り
出
す
。
そ
う
し
た
自

　
約
６
年
間
、
箱
根
町
の
副

町
長
を
務
め
、
２
０
２
０
年

11
月
に
町
長
に
就
任
し
た
。

「
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
と

箱
根
ブ
ラ
ン
ド
の
さ
ら
な
る

向
上
が
課
題
。
町
民
の
生
活

と
事
業
者
の
経
営
を
支
え
つ

つ
教
育
や
観
光
の
充
実
を
図

り
、
今
以
上
に
子
育
て
世
代

が
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ

る
町
に
し
た
い
」
と
、
箱
根

の
未
来
図
を
描
く
。

　「
変
化
に
富
む
自
然
が
凝

縮
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
素

晴
ら
し
い
」
と
町
の
魅
力
を

語
る
勝
俣
さ
ん
は
生
ま
れ
も

育
ち
も
箱
根
。
大
学
時
代

は
、
強
羅
に
程
近
い
宮
城
野

地
区
の
自
宅
か
ら
毎
日
２
時

間
以
上
か
け
て
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
ま
で
通
っ
た
。
入
学
し

た
の
は
、
日
本
が
変
動
相
場

制
に
移
行
し
て
間
も
な
い
頃

で
、
お
の
ず
と
為
替
や
貿
易

に
興
味
を
持
ち
、
授
業
を
通

じ
て
理
解
を
深
め
た
。

　
卒
業
後
は
箱
根
町
役
場
に

入
庁
。
町
民
税
の
課
税
や
申

告
相
談
業
務
に
携
わ
っ
た

後
、
地
域
の
出
張
所
で
住
民

窓
口
を
担
当
、
青
年
団
活
動

に
も
積
極
的
に
参
加
し
た
。

「
住
民
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
地
域
密
着
の
姿
勢
が
身

に
つ
い
た
。
そ
の
後
、
人
事

・
財
政
・
企
画
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
業
務
に
従
事
す
る
な

か
、
一
貫
し
て
住
民
目
線
の

仕
事
が
で
き
た
」
と
語
る
。

　
学
校
統
合
に
携
わ
っ
た
経

験
も
忘
れ
が
た
い
と
い
う
。

箱
根
町
に
当
時
八
つ
あ
っ
た

小
中
学
校
を
四
つ
に
統
合
す

る
こ
と
に
な
り
、
担
当
の
勝

俣
さ
ん
は
住
民
の
理
解
を
得

る
た
め
に
箱
根
全
山
を
く
ま

な
く
歩
き
説
明
し
て
ま
わ
っ

た
。
住
民
の
反
対
意
見
は
根

強
く
、
行
く
先
々
で
厳
し
い

非
難
に
さ
ら
さ
れ
た
が
、

「
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
の

質
を
担
保
す
る
た
め
」
と
い

う
強
い
信
念
を
持
っ
て
や
り

遂
げ
た
。「
あ
れ
か
ら
十
数

年
が
た
ち
、
成
人
し
た
当
時

の
小
中
学
生
か
ら
『
統
合
に

よ
っ
て
友
達
が
た
く
さ
ん
で

き
た
』
な
ど
の
声
を
聞
い
た

と
き
は
本
当
に
う
れ
し
か
っ

た
」
と
笑
顔
で
振
り
返
る
。

　
公
務
員
と
し
て
一
番
の
財

産
は
「
仕
事
を
通
じ
て
多
く

の
住
民
と
心
を
開
い
て
対
話

が
で
き
た
こ
と
」
と
話
す
勝

俣
さ
ん
。
将
来
公
務
員
を
目

指
す
学
生
に
は
「
日
ご
ろ
か

ら
人
の
話
に
耳
を
傾
け
る
こ

と
を
心
が
け
て
ほ
し
い
。
併

せ
て
、
民
法
の
知
識
と
法
律

的
な
物
の
見
方
を
身
に
つ
け

て
お
く
と
役
立
つ
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
。
ま
た
、
７
年

ぶ
り
に
箱
根
駅
伝
本
戦
出
場

を
決
め
た
陸
上
競
技
部
に
も

「
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、

上
位
で
箱
根
の
山
に
入
っ
て

き
て
ほ
し
い
」
と
大
き
な
期

待
を
寄
せ
る
。「
往
路
優
勝
校

に
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
授
与
す
る

の
は
箱
根
町
長
の
役
目
。
私

の
任
期
中
に
優
勝
し
て
く
れ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
」と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。

さらなる発展へ 未来図を描く

勝
か つ

俣
ま た

 浩
ひ ろ

行
ゆ き

さん（昭53商）箱根町長に就任

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

自
粛
ム
ー
ド
は
、
混
沌
と

し
た
現
在
を
覆
い
つ
く
し

て
い
る
よ
う
だ
。
何
よ
り

も
、
大
学
行
事
の
中
止

は
、
残
念
で
仕
方
が
な

い
。
特
に
卒
業
式
は
、

卒
業
生
は
晴
れ

や
か
な
気
持
ち

で
次
の
ス
テ
ー

ジ
へ
と
羽
ば
た

き
、
教
職
員
は

そ
れ
を
送
り
だ

す
一
大
行
事
で

あ
る
。
例
年
盛

大
に
行
わ
れ
、

そ
の
門
出
を
祝

う
こ
と
で
、
学

生
も
教
職
員
も
新
年
度
へ

の
気
持
ち
を
新
た
に
す
る

も
の
だ
。
し
か
し
な
が

ら
、
２
０
１
９
年
度
の
卒

業
式
は
、
３
密
（
密
閉
空

間
、
人
々
の
密
集
、
密
接

な
距
離
で
の
会
話
）
を
避

け
る
と
い
う
こ
と
で
、
さ

さ
や
か
な
も
の
と
な
り
、

卒
業
生
に
と
っ
て
は
一
生

に
１
度
の
儀
式
で
あ
る
の

に
、
十
分
に
祝
う
こ
と
が

で
き
ず
、
無
念
極
ま
り
な

い
シ
ー
ズ
ン
で
あ
っ
た
。

　
知
識
・
思
考
は
、
自
ら

の
人
生
を
豊
か
に
す
る
た

め
に
あ
る
。
た
だ
昨
今
、

大
学
内
で
３
密
を
避
け
る

た
め
の
手
段
を
講
じ
て

も
、
通
学
途
中
で
の
感
染

リ
ス
ク
は
決
し
て
無
視
で

き
ず
、
学
友
ら
と
顔
を
合

わ
せ
て
自
由
に
語
り
合
う

の
は
難
し
い
。
未
知
な
る

問
題
を
解
決
す
る
よ
う
な

見
方
・
考
え
方
を
学
ぶ
に

は
、
自
律
的
な
学
び
が
重

要
と
は
い
え
、
た
だ
独
り

だ
け
で
す
べ
て
を
創
る
の

は
、
理
想
的
で
は
あ
る

が
、
現
実
的
で
は
な
い
。

独
り
善
が
り
に
な
ら
ぬ
た

め
に
も
、
や
は
り
、
創
造

的
・
批
判
的
に
吟
味
・
検

討
す
る
場
所
と
時
間
を
他

者
と
共
有
す
る
こ
と
に
よ

り
修
得
し
て
い
く
学
び
が

必
要
で
大
切
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

制
約
条
件
の
下
で
、
こ
の

時
代
を
充
実
し
た
時
間
に

す
る
企
画
は
、
資
金
は
な

い
が
時
間
は
作
れ
る
学
生

な
ら
で
は
の
特
権
だ
。
止や

ま
な
い
雨
も
明
け
な
い
夜

も
な
い
。
現
状
・
未
来
、

そ
し
て
人
生
を
豊
か
に
す

る
た
め
に
、
知
恵
を
絞
る

時
間
を
作
っ
て
実
行
し
て

み
て
は
い
か
が
か
な
！

（
学
生
部
委
員
・

 

本
田
竜
広
）

新型コロナ禍で

20
年
度
秋
の
叙
勲
・
褒
章

◇
旭
日
単
光
章

横
山
一
晴
氏
（
昭
33
商
経
・

福
島
）
地
方
自
治
功
労

◇
藍
綬
褒
章

本
多
守
氏
（
昭
47
法
・
福
島
）

調
停
委
員
功
績

＜校友＞

選
　
挙
　
結
　
果

▽
箱
根
町
長
（
神
奈
川
県
）

選
挙
（
10
月
25
日
投
開
票
）

勝
俣
浩
行
氏
（
か
つ
ま
た
・

ひ
ろ
ゆ
き

昭
53
商
）
初

　
育
友
会
（
新
澤
千
佳
子
会

長
）
が
主
催
す
る
就
職
懇
談

会
が
10
月
31
日
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
行
わ
れ
た
。

　
内
定
を
得
て
い
る
４
年
次

生
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
渡
邊
匠

さ
ん
（
法
）、
本
間
彩
楓
さ
ん

（
経
営
）、
永
野

由
結
さ
ん（
商
）、

又
吉
祐
仁
さ
ん

（
文
）
が
経
験
を

伝
え
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の

就
職
活
動
に
つ
い

て
本
間
さ
ん
と
又

吉
さ
ん
は
「
説
明

会
や
面
接
が
オ
ン

ラ
イ
ン
に
な
っ
た

こ
と
で
移
動
の
負

担
が
な
く
な
り
、

い
ろ
い
ろ
な
企
業

に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
肯

定
的
。
一
方
、
地

方
上
級
公
務
員
試

験
に
合
格
し
た
渡

邊
さ
ん
は
「
自
宅
学
習
で
は

周
囲
の
様
子
が
分
か
ら
ず
、

不
安
に
な
っ
た
」
と
当
時
の

気
持
ち
を
吐
露
し
た
。

　
続
い
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
課
の
岩
瀬
文
人
課
長
が

「
売
り
手
市
場
が
終
息
し
、

採
用
の
冷
え
込
み
が
見
ら
れ

　
地
方
で
の

就
職
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
考
え
て

い
る
学
生
を

対
象
に
、
地

方
自
治
体
の

担
当
者
ら
が

最
新
の
情
報

を

伝

え

る

「
実
家
で
く

ら
す
、
地
元

で
働
く
」
Ｕ

・
Ｉ
・
Ｊ
タ

ー
ン
合
同
説

明
会
が
11
月
９
〜
13
日
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

　
本
学
と
就
職
支
援
協
定
を

結
ぶ
34
の
地
方
自
治
体
と
、

厚
生
労
働
省
の
Ｌ
Ｏ
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
が
そ
れ
ぞ

　
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議

で
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

か
ら
育
成
４
位
に
指
名
さ
れ

た
野
球
部
の
佐
藤
奨
真
投
手

（
経
営
４
）
が
11
月
16
日
、

球
団
関
係
者
か
ら
指
名
あ
い

さ
つ
を
受
け
た
。

　
球
団
関
係
者
３
人
が
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス

を
訪
問
。
日

髙
義
博
理
事

長
、
野
球
部

部
長
で
も
あ

る
佐
々
木
重

人
学
長
や
齋

藤
正
直
監
督

身
の
鮮
や
か
な
ヒ
ス
ト
リ
ー

に
、
同
世
代
の
働
く
女
性
た

ち
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
織
り

込
む
こ
と
で
、「
バ
ブ
ル
」

と
い
う
特
異
な
時
代
の
実
像

を
多
面
的
に
描
き
出
し
た
。

　
本
作
の
も
う
一
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
会
社
」
だ
。
会

社
を
愛
し
、
仕
事
を
愛
し
た

著
者
の
飾
ら
ぬ
言
葉
が
、
読

む
者
に
「
会
社
と
は
何
か
」

「
働
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
」
と
い
う
問
い
を
鋭
く
突

き
付
け
る
。

　
一
方
で
「
30
年
前
の
私

が
、
縁
と
運
に
恵
ま
れ
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
け

「実家でくらす、地元で働く」
Ｕ・Ｉ・Ｊターン合同説明会

就
職
だ
よ
り

　〈
４
年
次
生
へ
〉
就
職
活

動
継
続
中
の
皆
さ
ん
、
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
課
を
利
用
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
　

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
課
に

と
懇
談
し
た
。

　
佐
藤
投
手
は
指
名
に
感
謝

し
、「
育
成
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
な
の
で
、
や
れ
る
こ
と
を

し
っ
か
り
や
り
、
一
歩
ず
つ

は
い
上
が
っ
て
い
き
た
い
」

と
力
強
く
語
っ
た
。

伊
勢
原
市
長
を
訪
問

　
11
月
30
日
に
は
伊
勢
原
市

役
所
で
、
髙
山
松
太
郎
市
長

を
表
敬
訪
問
し
た
。
髙
山
市

長
が
「
伊
勢
原
で
過
ご
し
た

選
手
が
、
プ
ロ
の
世
界
に
進

む
の
は
う
れ
し
い
。
活
躍
を

期
待
し
て
い
る
」
と
話
す

と
、
佐
藤
投
手
は
「
自
然
が

多
く
、
素
晴
ら
し
い
環
境
で

野
球
に
打
ち
込
む
こ
と
が
で

き
た
」
と
、
４
年
間
を
過
ご

し
た
伊
勢
原
市
で
の
思
い
出

を
振
り
返
っ
た
。

れ
の
地
域
の
就
職
状
況
や
、

就
職
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
説
明
し
た
。
本
学
の
学
生

と
、
事
前
申
し
込
み
が
あ
っ

た
他
大
学
の
学
生
計
１
８
４

人
が
参
加
し
た
。

　
こ
の
う
ち
静
岡
県
で
は
、

県
が
運
営
す
る
静
岡
Ｕ
・
Ｉ

就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
Ｕ
タ
ー

ン
就
職
の
メ
リ
ッ
ト
や
、
県

内
企
業
の
情
報
の
集
め
方
な

ど
を
解
説
し
た
。

は
、
経
験
豊
富
な
職
員
に
加

え
、
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
す
る
相
談
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

も
常
駐
し
て
お
り
、
皆
さ
ん

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
専
修
大
学
生

を
ぜ
ひ
採
用
し
た
い
」
と
お

話
い
た
だ
く
企
業
の
採
用
情

報
を
都
度
公
開
し
て
い
ま

す
。
気
軽
に
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
課
で
の
相
談
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　〈
３
年
次
生
へ
〉
12
月
23

〜
25
日
に
、
第
２
回
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
年
明
け
早
々
、
履
歴
書
・

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
作

成
、
筆
記
試
験
・
面
接
試
験

な
ど
、
実
践
的
な
「
行
動
」

を
始
め
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
本
格
化
す
る
就
職
活
動

に
向
け
て
の
大
切
な
ポ
イ
ン

ト
や
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

課
が
主
催
す
る
1
月
以
降
の

就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹

介
し
ま
す
。
視
聴
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ

な
ど
詳
細
を
16
日
以
降
に
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
必
ず
出
席
し
て
く

だ
さ
い
。

育
友
会
就
職
懇
談
会

最
新
動
向
を
解
説

オンラインで行われたパネルディスカッション

佐
藤
奨
真
投
手
に

 

千
葉
ロ
ッ
テ
が
指
名
あ
い
さ
つ

千
葉
ロ
ッ
テ
・
井
口
資
仁
監
督
か
ら
の
サ
イ

ン
色
紙
と
ボ
ー
ル
を
手
に
笑
顔
の
佐
藤
投
手

野球部

贈
っ
た
。

　
兼
城
氏
は
11
月
26
日
、
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
10
号
館
を
訪

れ
、
日
髙
理
事
長
ら
法
人
役

員
と
懇
談
。「
専
修
大
学
の

更
な
る
発
展
を
期
待
し
て
い

る
」
と
話
し
た
。

兼
城
氏（
右
）と
日
髙
理
事
長


